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な
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　ま
た
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空き家バンクへの登録をご検討ください
　「空き家バンク」は、町内の賃貸・売却できる空き家を「空き家バンク」に登録していただき、その物件の情報
を、町への移住を希望される人や住居をお探しの人へ、町のホームページなどを利用して提供する仕組みです。

お問い合わせ先：総務振興課　まちづくり推進係　☎62－2317（直通）

こんなメリットがあります！
①空き家に人が入ることで、空き家

の管理をする必要がなくなる
②家賃・売却収入が発生する
③使っていない空き家に人が入るこ

とで町の活性化に役立てる

空き家バンクに登録すると
①登録申込書を提出していただいた後、担当職員が現地調査に伺い、

物件の様子や間取りなどを確認します。
②登録された情報を町のホームページに掲載します。物件の所在地や

間取り、設備などを写真も含めて掲載します。
③交渉契約に町は直接関与せず、当事者間で行っていただきます。宅

建業者の仲介を希望される場合は、町内業者をご紹介します。

空き家バンク登録から契約までのながれ

　昨年、立神峡は過去最高の宿泊者数を記録しました。立神峡の魅力を存分に満喫され「また来たい」という声
を聞くことができ、スタッフ一同、感謝、感激しています。
　本年も半年前からの予約が可能です。例年、５月の連休や夏休みは満室が続きますので、ログハウスやロッジの
宿泊受付はお早めにお願いします。スタッフ一同、皆さまの笑顔に早く出会いたいと心待ちにしています。

　立神峡に今年、鯉のぼりを揚げたい
と考えています。お子さん、お孫さんが
大きくなり、押し入れの片隅にしまって
ある鯉のぼりがありましたら譲っていた
だけませんか。もう一度、立神峡の岸
壁をバックに泳がせれば、きっと鯉のぼ
りたちも喜ぶと思います。譲ってもいい
という人は、ぜひご連絡をお願いします。

　立神峡は腐葉土や落ち葉の宝庫と
言えます。公園管理をする上で、落
ち葉は火災発生の元凶でもありま
す。有機農法や肥料の補完などで必
要な人に落ち葉をお譲りしますので、
欲しい人は、ぜひ、ご連絡ください。
　なお、松葉かきや大きな袋などは、
ご自身でご準備ください。

宿泊予約はお早めに

【ログハウス】
◆ 備 品：ダブル毛布、タオルケット、枕、敷き布団、布団、座布団、寝袋
◆ 料 金：1 泊（1 棟につき 10 人まで）町内者 12,000 円／町外者 16,000 円

【ロッジ】
◆ 備 品：ダブル毛布、タオルケット、枕、敷き布団、布団、座布団
◆ 料 金：1 泊（1 棟につき 5 人まで）町内者 8,000 円／町外者 10,000 円

【里地屋敷】
◆ 備 品：ダブル毛布、タオルケット、枕、寝袋
◆ 料 金：1 泊（母屋 15 人まで）町内者 15,000 円／町外者 20,000 円

※まき代 1 人／ 100 円
【納屋】

◆ 備 品：ダブル毛布、タオルケット、枕、寝袋
◆ 料 金：町内者5,000円／町外者10,000円（作業利用時1時間あたり500円）

【研修室】
◆ 料 金：町内者 300 円／町外者 600 円（会議用テーブル 10 台、椅子 30 脚）

　宿泊施設を利用されると敷地内や施設前で無料のバーベキューができます。
また、バーベキューセットは 1 セット2,000 円にて貸し出し中です。なお、宿泊
施設は簡易宿泊所ですので、必要な物はご自身で準備をお願いします。

お問い合わせ・お申し込み先：立神峡公園管理棟
☎62-1543　FAX62-1546（8:30～17:30 火曜定休日）

ホームページアドレス
 http://tategami-camp.com/ 

宿泊施設概要

　立神峡里地公園のホームページからログハウスやロッジの宿泊予約ができます。「立神峡公園」で検索され
るか、お問い合わせに記載されているホームページアドレスからご覧ください。
　また、フェイスブックでは、四季折々の写真を交えて立神峡を紹介しています。フェイスブックを通して、
立神峡の素晴らしさを日本や世界に発信しましょう。友達リクエストをお待ちしています。

宿泊予約はネッ
トで！

鯉のぼりを探しています 落ち葉を集めたい人 立神峡へ


